
（別紙３）

～ 2025年　10月　31日

（対象者数） 26 （回答者数） 19

～ 2025年　10月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日々の利用者観察を怠らないように
職員間で声かけをし合う。

2

受講したい研修等があれば、職員間で周知し、参加を募る。

3

活動を評価し、改善し次回に活かしていく。
又、職員他に周知し実行する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ホームページを広く知ってもらう為のＰＲ不足、
及び活動の参加人数の解消。
年間予定表の表示、リーフレット、記録票、
口コミ等の発信の仕方を見直し、再検討する。

2

一人参加からとの考えで、
要望が無くとも開催する内容を検討する。

3

外部への行事参加とＰＲを積極的に行う。
（ホームページ、作品展等）

○事業所名 木葉

○保護者評価実施期間 2025年　10月　6日

○保護者評価有効回答数

2025年　10月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

行事として他の地域の子どもとの活動機会がない。 交流する機会が無いこと。
又、木葉の活動内容が知られていないこと。
（放課後等デイサービスが知られていないこと）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動内容が保護者や他者等に伝えきれていない。 ホームページ、リーフレット、口コミ、
必要に応じての記録票等公表の仕方。

父母の会、保護者会等の支援の要望が無く開催していない為、
親同士の関わり合いは薄い。

父母の会、保護者会に対して参加時間が取れない方が多い。
又、要望が無いこと。

利用者目線で活動しやすいように
清潔・安心・安全に環境を整える。

心地よく、利用者の活動に合わせた環境作りを
意識した部屋を用意する等、必要に応じて対応していく。

単独支援をするのではなく、チームで支援をしていく。 職員間は常に情報共有し、朝礼やミーティング、
職員会議等で業務改善に繋げる。
又、資質の向上を図る為、内外部研修に参加し、
内容を職員間で周知する。

活動プログラムが固定化しないように工夫する。 活動で楽しく学べるように多方面からの情報収集を行ったり、
利用者・保護者への意見を参考にアンケートを実地する。

事業所における自己評価総括表公表


